
ふくしまの弥生時代の石器

遺跡調査部 吉田 秀享

（公財）福島県文化振興財団設立50周年記念事業
読み直すふくしまの歴史講演会

令和2年11月29日

ー特に浜通り地方を焦点としてー



目 次

 最初の遺跡調査

 ショッキングだった研究報告

 東北地方南部での弥生時代石器の不思議

 Ⅱ様式期の石器（いわき市龍門寺遺跡・相馬市柴迫Ａ遺跡）

 なぜⅡ様式期に大陸系磨製石器が確認できるのか？

 その後の石器（Ⅳ様式期の石器）

 おわりに その１ 石包丁製作の道具

 おわりに その２ 鉄器化の波とふくしまの特徴

2017 『原町市史』第1巻通史編Ⅰ「原始・古代・中世・近世」より転載



最初の遺跡調査

昭和59年（1984年）10月
新地町武井A遺跡

弥生時代中期後半桜井式期の
集落跡。硬質砂岩製石包丁と、
石英粗面岩（流紋岩）製の
アメリカ式石鏃出土。



ショッキングだった研究報告（その１）



遠賀川系土器の既報告

昭和57（1982）年 刊行の
私家本

佐原氏発表の４年前に、すでに
福島県内出土の最古の弥生土
器が畿内第Ⅰ様式中段階後半
に並行することを明確に示した
論文。



遠賀川系土器の
その後の研究

平成10（1998）年時点の
東北地方での遠賀川系
土器の出土遺跡（左）

と、その伝播ルート
を類推した図（右）



ショッキングだった
研究報告（その２）

平成４（1992）年に開催
された 通称“九阪”
（九州と畿内の研究者を
主とする研究集会）での、
大陸系磨製石器等の
確認時期を示した図



縄文時代の石斧(左）と弥生時代の石斧（右）

2013 『匠の技 弥生木製品から出雲大社まで』 島根県古代出雲歴史博物館より転載



現在東北地方で確認されている籾痕等と水田跡



西からの伝播
①遠賀川系土器…弥生時代の幕開け。種籾を入れた？
②弥生時代にみられる石器…いわゆる大陸系磨製石器

遠賀川系土器が確認できる遺跡と、
大陸系磨製石器、特に石包丁が
確認できる遺跡の分布ギャップ

大陸系磨製石器等が
中部・関東地方より先に
東北地方南部の太平洋岸
で確認できる不思議

東北地方南部での弥生時代石器の不思議



Ⅰ様式期の石器（須賀川市松ケ作Ａ遺跡）

2001 「県道古殿須賀川線（うつくしま未来博関連）遺跡発掘調査報告」 福島県文化財調査報告第384集より転載・加筆



Ⅱ様式期の石器（いわき市龍門寺遺跡）



Ⅱ様式期の石器（相馬市柴迫Ａ遺跡）

１ 石鏃 ２ 石槍 ５ 石包丁６～８直縁刃石器
９～13 両刃石斧14・15 磨石 16 ハンマー？



なぜⅡ様式期に大陸系磨製石器が確認できるのか？

推測その1（縄文時代晩期の橿原式土器）



推測その２（結合釣針）なぜⅡ様式期に大陸系磨製石器が確認できるのか？



推測その３
（縄文時代晩期の石器
製作と石材）

なぜⅡ様式期に
大陸系磨製石器が
確認できるのか？



西からの複数要素の伝播…縄文時代晩期前半

大陸系磨製石器の石材と
縄文時代晩期石器の石材 の“一致”

豊富な資源の粘板岩

豊富な石材資源獲得の容易さと、縄文時代晩期から
続く粘板岩での石器製作技術、弥生時代になっても
同様石材で製作できる石器

Ⅱ様式前半での大陸系磨製石器成立の背景

Ⅱ様式前半で成立する大陸系磨製石器存在への回答



弥生時代の両刃石斧製作（いわき市龍門寺遺跡）



弥生時代両刃石斧の製作
（いわき市龍門寺遺跡）



弥生時代流紋岩の石核と剥片
（いわき市龍門寺遺跡）



弥生時代の両刃石斧（相馬市柴迫A遺跡）



その後の石器（Ⅳ様式期の石器）



その後の石器
（Ⅳ様式期の石器）

南相馬市
天神沢遺跡
桜井遺跡



その後の石器（Ⅳ様式期の石器）



おわりに その１ 石包丁製作の道具



その１ 石包丁製作の道具



関東地方以西では、弥生時代中期中頃（Ⅲ様式期）からは、新しい
道具として鉄器が使用されるようになる。
しかし、「ふくしま」では一度成立した石製道具を維持していく。
周囲は次の新しい道具＝鉄器を使用していくものの、
ふくしまは旧態依然のものを固持していく。

ここにふくしま弥生人の特徴が見いだせるのではないか。

おわりに その２ 鉄器化の波とふくしまの特徴


